第11回フォーラム開催の目的及び内容：
　　本プロジェクトは、日本、韓国、中国、ロシア、モンゴルの有識者と、当組織に所属する日本各地の研究機関および研究者が主に参加し、また専門分野の特別講師を招いて研究情報を共有し、関係国との信頼醸成関係を育む方向でわが国の北東アジア戦略を構想することを目的とし開催する。
今回は、世界情勢、北東アジア情勢が非常に複雑化し、今後の展望が見えにくいなかでの開催である。日本がこの政治的・経済的転換点をいかに受け止め、国際協調を踏まえながらも、国益を守る外交政策をいかに打ち出すかは、日本社会が直面する喫緊課題の一つである。このような認識のもとにテーマも「激変する世界情勢と北東アジア戦略の再構築」とした。
具体的には、昨今の日本を取り巻く状況に鑑み世界及び北東アジア情勢の分析、北東アジア地域協力の可能性について関係各国の研究者・専門家の意見も交えながら討論を深め、提言として取りまとめたい。また、その果実を広く世論に呼びかけるべく簡潔な報告書に取りまとめ、政府ならびに地方自治体、政党、経済団体、全国の大学関係機関・研究所、報道界などに配布し、参考に供したい。
【フォーラム内容】
上記の趣旨に基づき、プログラム構成は以下のとおりとする。（プログラム案参照）

主催者の開会挨拶に引き続き中国、韓国、ロシア、モンゴルの各大使館からの来賓挨拶　を受け、その後、以下の２部構成からなるプログラムを実施する。
第1部：基調講演

国内外の代表的論者を招き、知見を伺う。各セッションに対するプレリュードとしての効果が期待される。
第２部：パネルディスカッション
第1セッション：「経済」の視点から世界情勢の変化を北東アジア情勢とのかかわりの中で分析する。
第2セッション：「エネルギー・環境、物流及び金融」の視点から北東アジア戦略の再構築につき討議する。
総合セッション：「激変する世界情勢と北東アジア戦略の再構築－各地域及び研究機関の動向と提案－」の統一テーマのもとにラウンドテーブル方式で第1セッション、第2セッションでのモデレーターからの報告、及び当ネットワーク所属の諸団体及び関係研究機関からの各地域の動向と北東アジア戦略に対する提案を受け、デスカッションを含め総合的知見の交流を行う。
最後に、フォーラム全体の総括としてコミュニケ案を討議し全体の総意としてのコミュニケを発表する。

